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凡  例 

 

 

 

（１）本報告書で用いた年次は、特記しない限り暦年（１～12月）である。 

（２）「国」という表現には「地域」を含む場合がある。 

（３）本報告書では、特記しない限り原則として、各国・地域を以下のように分類している。 

  ・先進国：OECD加盟国。 

  ・新興国：先進国以外の国のうち、G20に参加する国。 

  ・途上国：先進国・新興国以外の国。 

 

 

 ※本報告は、原則として令和４年６月 16日頃までに入手したデータに基づく。 
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